第４回農地部会議事録
１　招集日　　　　　　　平成27年４月９日（木）
２　開会日時及び場所
　　　　　　　　　　　　平成27年４月９日（木）　　午後２時00分
　　　　　　　　　　　　ふるさと会館２階和室
３　閉会日時　　　　　　平成27年４月９日（木）　　午後２時45分
４　委員氏名
　 (1)出席者（16名）

　　　１番　峯　　辰志、３番　小筏　正治、４番　鵜殿　徳康、10番　宮本　俊治

12番　中川　實美、13番　大島　忠保、15番　浅野　政輝、17番　井上　　茂
18番　吉岡　欣一、19番　木下　忠義、27番　林田　　勲、28番　大久保信一

29番　谷川　健治、33番　柴田　紀昭、34番　小田　孝明、36番　松尾　茂敏
　 (2)欠席者（２名）

　　　21番　奥野　　茂、30番　松永　　一

　 (3)部会長の依頼により出席

　　　35番　森﨑　茂德（副会長）

５　議事に参与した者
　　　農業委員会事務局長　　　　　秋山　勝也

　　　　　　　　参　　事　　　　　清水　友秀

　　　　　　　　課長補佐　　　　　増冨　浩彦
　　　　　　　　主　　査　　　　　福田　智美

　　　　　　　　嘱　　託　　　　　大石由紀子

６　提出議案及び報告事案

　　　会議録署名委員の指名について

　　　議案第23号　農地法第３条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第24号　農地法第５条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第25号　農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について

　　　議案第26号　農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について

７　会議の要領及び議決事項

──────────────────────────────

午後２時00分開会

○事務局長（秋山　勝也君）  農業委員会等に関する法律第２１条第３項の規定に達しておりますので、部会長に開会をお願いいたしたいと思います。

○議長（小筏　正治）  どうも皆さん、こんにちは。昼間の農作業等大変お忙しい中、第４回農地部会にご出席をいただきましてどうもありがとうございます。

　では、早速ですけど、ただいまから平成２７年第４回雲仙市農業委員会農地部会の開会をいたします。各委員の協力方、よろしくお願いいたします。

　本日の付議すべき事項として、議案第２３号農地法第３条第１項の規定による許可申請について、議案第２４号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、議案第２５号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について、議案第２６号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について、以上４件を付議いたします。

　議事進行上、発言される場合は挙手をして、議長が指名をしてから、和室でございますので、そのままで結構かと思います。マイクを通して発言してください。また、電話は音がしないようにお願いいたします。

　では、早速議事に入ります。

　日程第１、会議録署名委員の指名を行います。

　会議録署名委員は、会議規程第１２条の規定により、２７番林田委員、２８番大久保委員両委員を指名いたします。

　次に、日程第２、議案第２３号農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題といたします。事務局、議案事項の説明を求めます。

○事務局（福田　智美君）  
　（議案第２３号、受付番号１３１番から１４２番までの１２件について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第３条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１３１番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（３３番　柴田　紀昭君）  はい、議席番号３３番、柴田です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１３１番については、２月に農地法第５条の許可処分の取り消しをされた農地です。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって、何ら問題ないと考えます。

　終わります。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１３１番についてご質疑がありましたらお願いいたします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２３号受付番号１３１番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１３２番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（４番　鵜殿　徳康君）  はい、議席番号４番、鵜殿です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１３２番については、事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって何ら問題はないと考えます。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１３２番についてご質疑がありましたらお願いします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２３号受付番号１３２番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１３３番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（４番　鵜殿　徳康君）  はい、議席番号４番、鵜殿です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１３３番については、子に贈与する案件でございます。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって何ら問題はないと考えます。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１３３番についてご質疑がありましたらお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２３号受付番号１３３番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１３４番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（１番　峯　　辰志君）  はい、議席番号１番、峯です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１３４番については、宅地のうち一部現況畑として台帳に登載されている分の申請です。同時に、島原市の農地を借り受ける申請がされております。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１３４番についてご質疑がありましたらお願いいたします。鵜殿さんどうぞ。

○委員（４番　鵜殿　徳康君）  これを見れば結局、面積が６,９９９.７８㎡のうちの２,９０７.５㎡が畑だったということの説明ですかね。

○事務局（増冨　浩彦君）  そうです。

○委員（４番　鵜殿　徳康君）  そうですね。約３反が畑なんですね。わかりました。

○議長（小筏　正治）  ほかにありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ほかにご質疑がないようですので、議案第２３号受付番号１３４番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１３５番、１３６番については交換による案件ですので、一括して審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（２９番　谷川　健治君）  はい。議席番号２９番、谷川です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１３５番、１３６番については、お互いの耕作利便のために交換する案件です。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって何ら問題はないと考えられます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１３５番、１３６番についてご質疑がありましたらお願いいたします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２３号受付番号１３５番、１３６番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１３７番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（２９番　谷川　健治君）  はい、議席番号２９番、谷川です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１３７番については、子に贈与する案件です。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって、何ら問題はないと考えられます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  受付番号１３７番について、ご質疑がありましたらお願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２３号受付番号１３７番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１３８番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（２９番　谷川　健治君）  はい、議席番号２９番、谷川です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１３８番については、事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって何ら問題はないと考えられます。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１３８番について、ご質疑がありましたらお願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２３号受付番号１３８番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１３９番、１４０番については交換による案件ですので、一括して審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（３６番　松尾　茂敏君）  はい、議席番号３６番、松尾です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１３９番、１４０番については、お互いの耕作利便のため交換する案件です。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって何ら問題はないと考えます。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１３９番、１４０番について、ご質疑がありましたらお願いいたします。

○事務局（増冨　浩彦君）  別添資料１の２６ページの土地の所在地ですが、愛野町乙字上小牟田となっていますが、正しくは字小牟田高野です。訂正をお願いします。

○議長（小筏　正治）  議案書が正解ということですね。

○事務局（増冨　浩彦君）  そうです。すいません。

○議長（小筏　正治）  訂正のほう、いいですか。１３９番、１４０番についてご質疑ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２３号受付番号１３９番、１４０番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１４１番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（３６番　松尾　茂敏君）  はい、議席番号３６番、松尾です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号１４１番については、事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって何ら問題はないと考えられます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１４１番について、ご質疑がありましたらお願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２３号受付番号１４１番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号１４２番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（２７番　林田　　勲君）  はい、議席番号２７番、林田です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請について、農地を借り受けて新規に農業経営を始めたい案件です。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可にあたって、何ら問題ないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号１４２番の審議について、ご質疑がありましたらお願いいたします。何かありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ないということでございます。議案第２３号受付番号１４２番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、日程第３、議案第２４号農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題といたします。事務局、議案事項の説明を求めます。

○事務局（福田　智美君）  
　（議案第２４号、受付番号５９番から６１番までの３件について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第５条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、受付番号５９番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（１２番　中川　實美君）  はい、議席番号１２番、中川です。

　ただいま朗読された農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号５９番について、申請地は、平成２７年１月に農振除外がされております。おおむね、１０ヘクタール以上の規模の一段の農地の区域内にある農地であることから、第１種農地であると考えられます。転用目的が自宅隣接地の駐車場ということなので、既存施設の拡張であり、拡張に係る敷地面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えないものであることから、例外的に許可をすることができる案件であると思われます。

　農地法第５条第２項各号に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題はありませんでしたので、許可にあたって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第２４号受付番号５９番について、何かご質疑がありましたらお願いいたします。ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２４号受付番号５９番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第２４号受付番号５９番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号６０番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（２９番　谷川　健治君）  はい、議席番号２９番、谷川です。

　ただいま朗読された農地法第５条第１項の規定により、許可申請の受付番号６０番について、申請地は農振白地ですが、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一段の農地の区域内にある農地であることから、第１種農地であると考えられます。ただし、転用目的が既存施設の拡張であり、拡張に係る敷地面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えないものであることから、例外的に許可をすることができる案件であると思われます。

　農地法第５条第２項各号に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可にあたって何ら問題はないと考えられます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第２４号、受付番号６０番について、ご質疑がありましたらお願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２４号受付番号６０番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第２４号受付番号６０番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号６１番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（１０番　宮本　俊治君）  議席番号１０番、宮本です。

　ただいま朗読された、農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号６１番については、平成２７年４月２５日から平成２８年８月３１日までの一時転用申請です。

　申請地は農振白地であり、第１種、第３種農地に該当しない中山間地域などに存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地であることから、第２種農地であると考えられます。

　農地法第５条第２項各号に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可にあたって、何ら問題ないと考えます。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第２４号、受付番号６１番について、ご質疑がありましたらお願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２４号受付番号６１番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第２４号受付番号６１番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、日程第４、議案第２５号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。事務局、議案事項の説明を求めます。

○事務局（福田　智美君）  
　（議案第２５号について議案書をもとに説明）

　本計画案は農業経営基盤強化促進法第１８条第３号に適合する適正な計画であると思われます。以上です。

○議長（小筏　正治）  それでは、議案第２５号に対する質疑を、各見開きごとに行います。

　初めに、９ページから１０ページをお願いします。

　ないようでしたら、１１ページから１２ページ、お願いします。１１ページ、１２ページありませんか。

　そしたら、１３ページから１４ページ、１５ページ。１４ページ３２番から３５番は農地中間管理機構への貸し付けによる案件です。１４ページ３６番から４１番は所有権移転による案件でございます。何かありませんか。どうでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、ただいまから採決を行います。

　お諮りします。議案第２５号は農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適した適正な計画であると認め、農用地利用集積計画を決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議なしと認め、農用地利用集積計画を決定することといたします。

　次に、日程第５、議案第２６号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取についてを議題といたします。事務局、議案事項の説明を求めます。

○事務局（福田　智美君）  

　（議案第２６号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（小筏　正治）  本案件は農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画により、農地中間管理機構である長崎県農業振興公社へ貸し付けられた農地を、公募申し込みをした農業者へ配分する計画が提出されたものです。

　何かご質疑がありましたらお願いいたします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご質疑がないようですので、議案第２６号の配分計画については、特に異議なしと回答することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議ないようですので、議案第２６号につきましては、特に異議なしと回答することに決定しました。

　お諮りします。本農地部会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他、整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（小筏　正治）  ご異議なしと認めます。したがって、これらの整理を要するものについては、議長に一任することに決定しました。

　これをもちまして、本日の議事はすべて終了しました。どうもお疲れさまでございました。

午後２時45分閉会

──────────────────────────────
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